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第１章 事業の概要 

１ 調査の目的 

 本調査は、道の駅南魚沼再整備を進めるに当たって、道の駅南魚沼に必要となる

機能等を整理するために、下記の内容の調査を行う。調査の結果を踏まえ、今後、道

の駅南魚沼再整備事業において取り組むべき内容の抽出を行うことを目的とする。 

２ 調査内容 

（1）先進的な取組をしている事例の調査 

（2）商圏調査 

（3）南魚沼市の強みとなりうる地域資源の抽出調査 

 

３ 現状の道の駅南魚沼 

入込客数の推移 

 
 

平成 24 年度に道の駅へ指定されてから平成 28 年度までは増加傾向、その後令和元年

度まで横ばい傾向にあり、夏休みから新米が並ぶ時期は来場者が特に多く、駐車場が満車

になることもある。 

 令和 2 年以降の新型コロナウイルス感染症の拡大により、道の駅南魚沼も大きな影響を受

け、一般客来訪者が激減するとともに、大型車両の利用が減少した。令和 3 年度になり利用

者は回復しつつあるが、未だ低い水準を推移している。  
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第２章 先進的な取組をしている事例の調査 

１ 先進的な道の駅の事例 

地域性・設備などを考慮した時に、道の駅として先進的な事例として挙げられる道

の駅を下記にて列挙します。 

 

①新潟県阿賀野市 道の駅あがの 

②新潟県妙高市  道の駅あらい 

③新潟県田上町  道の駅たがみ 

④新潟県新潟市  道の駅新潟ふるさと村 

⑤富山県富山市  道の駅 KOKO 黒部 

⑥群馬県前橋市  道の駅まえばし赤城 

※施設詳細は、後述ページ（p.5）に記載 

 

これらの道の駅が先進的と評される理由は、地域の特性を生かし、地元経済の活

性化や観光資源の発信、多機能拠点としての役割を果たす先進的な取組を進めてい

る点にある。具体的には、地元農産物や特産品の直売、地元食材を利用した飲食店

の運営を通じて地域経済を活性化させていることが挙げられる。さらに、観光案内所

や情報発信施設を設置し、地域の観光資源や文化を広く発信することで、送客機能

を有し、観光産業の発展にも寄与している。また、防災拠点としての機能を備え、災

害時には地域住民や観光客の避難場所として利用可能である点も重要である。 

交通の便利さも高く、主要な道路や高速道路に近接しているため、多くの観光客や

地元住民が利用しやすい環境が整えられている。さらに、地域の自然景観や文化、

歴史を反映した施設設計や展示を行い、訪れる人たちに地域の魅力を伝える工夫が

なされている。これらの取組を通じて、地域社会と緊密に連携し、観光客と地域住民

双方に価値を提供する先進的なモデルと評価されている。  
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２ 各事例施設の例 

 

上記に挙げた先進的な道の駅の名称、施設概要（整備主体、開設年、面積、駐車場

台数、施設の内容、特徴）、運営会社を下記に記載する。 

名称 施設概要 運営会社 

道の駅あがの 【整備主体】新潟県阿賀野市 

【開設年】2022 年  

【敷地面積】約 34,000 ㎡ 

【駐車台数】大型 17 台／普通 143 台／身障者用 3 台 

【来場者数】357,940 人（令和 4 年 8 月 5 日開業） 

※新潟県 令和 4 年度「観光入込客統計 別表」参照 

 

【施設の内容】 

▼あがの市場（産直・物販エリア） 

新鮮な地元産の野菜や果物、加工品が並ぶマーケットエリア。地元

の農家や生産者が直接販売し、旬の食材を提供する。 

 

▼あがの酪農カフェ 

阿賀野市産の新鮮な牛乳を使用したメニューが楽しめるカフェ。ミル

クアイスクリームやヨーグルト、ミルクスムージーなどのメニューを提

供。 

 

▼食の広場（飲食エリア） 

地元の食材を活かした料理が楽しめるフードコート。複数の店舗があ

り、地元の郷土料理や新潟の名物を提供。家族連れや団体旅行の

観光客にも対応できる広々としたスペースが特徴。季節ごとに変わる

メニューやイベントもある。 

 

【特徴】 

▼交通の便 

新潟市中心部から車で約 30 分の距離に位置し、一般国道 49 号線阿

賀野バイパスの整備によりアクセスが非常に便利。観光やビジネス

で訪れる人々にとって利用しやすい立地。 

 

▼多機能拠点 

「集客・交流」、「情報発信」、「防災」の 3 つの機能を兼ね備えた施設

として設計されており、地域の情報発信拠点としても重要な役割を担

う。防災拠点としての機能も備え、非常時には避難所としての活用も

可能。 

 

▼地域の魅力発信 

地元産品の販売や地元の食材を使った飲食店の提供を通じて、阿賀

野市の魅力を広く発信。観光客だけでなく、地域住民も多く訪れる場

となっている。 

株式会社あがの 



4 

 

 

道の駅あらい 【整備主体】新潟県妙高市 

【開設年】1999 年／2020 年拡張  

【敷地面積】約 184,000 ㎡ 

【駐車台数】大型 12 台／普通 450 台／身障者用 6 

【来場者数】2,581,430 人 

※新潟県 令和 4 年度「観光入込客統計 別表」参照 

 

【施設の内容】 

▼農産物直売所 

地元で採れた新鮮な野菜や果物を中心に、農産物を直売。季節ごと

の新鮮な農産物が豊富に並び、地元農家と消費者を直接結びつける

場となっている。 

 

▼お土産店 

地元の名産品や特産品、お菓子や工芸品など、多彩なお土産を取り

扱う。複数店舗が入っていることで、多様種揃えられている。 

 

▼鮮魚店 

日本海の新鮮な魚介類を提供。刺身や寿司用の魚、地元で人気の

干物や加工品も充実している。地元の海産物を堪能できるスポットと

して、観光客にも地元住民にも人気。 

 

▼飲食店 

新潟名物のご当地ラーメン、寿司、ピザ、ベーカリーなど、多様なジャ

ンルの飲食店が揃っている。地元の食材を活かしたメニューを提供

し、訪れた人々に新潟の味を楽しんでもらうことができる。 

 

【特徴】 

▼交通の利便性 

上信越自動車道新井 PA/IC に隣接し、アクセスが非常に便利。観光

やビジネスで訪れる人々にとって利用しやすい立地であり、国道 18

号線沿いに位置しているため、周辺地域への移動もスムーズ。 

 

▼多機能拠点 

年間約 300 万人近くが訪れる道の駅で、2020 年に東側を拡張し、防

災拠点としての機能も整備されている。新たに設置された防災広場

や炊事棟、24 時間利用可能な情報提供施設とトイレなど、多機能な

施設を備え、災害時には避難場所としても活用できる。 

 

▼地域の魅力発信 

地元産品の販売や飲食店の提供を通じて、妙高市の魅力を広く発

信。観光客だけでなく、地域住民も多く訪れる場として、地域社会との

結びつきを強める役割を果たしている。また、アウトドアを楽しむため

の施設や季節ごとのイベントも開催される。 

妙高ふるさと 

振 興 株 式 会 社 

 

拡 張 部 分 ： 

株式会社ひだなん 

株式会社みょうこう

未来創造商社 
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道の駅たがみ 【整備主体】新潟県南蒲原郡田上町 

【開設年】2020 年  

【敷地面積】約 14,000 ㎡ 

【駐車台数】大型 7／普通 123 台 

【来場者数】380,535 人 

※新潟県 令和 4 年度「観光入込客統計 別表」参照 

 

【施設の内容】 

▼農産物直売所 

地元農家が新鮮な野菜や果物を直接販売。特産品や手作りの工芸

品も取り揃えており、訪れる人々に地元の豊かな食文化を提供。特

に、季節ごとの新鮮な農産物が魅力で、地元住民から観光客まで幅

広く支持されている。 

 

▼フードコート 

「田上食堂おひるとおやつ」として知られ、地元の食材を使ったメニュ

ーが豊富。うどんやそば、カレーなどの軽食から、スイーツまで楽しめ

る。特に人気なのが「うめ味噌ソフト」で、蒸し暑い夏の日に最適な冷

たいデザートとして人気 

 

▼防災拠点 

災害時に避難所として利用できる防災設備も設置されている。情報

発信・休憩施設棟には、24 時間利用可能なトイレや授乳室、おむつ

交換台が設置済。また、防災情報の提供や、災害時の支援活動を行

うための設備も整備されている。 

 

【特徴】 

▼交通の利便性 

新潟駅から車で 40 分の国道 403 号線沿いに位置。新潟市と長岡市

の中間に位置しており、両市からのアクセスが良好。護摩堂山を望む

自然豊かな地域に位置し、周辺の観光スポットへのアクセスも良い。 

 

▼重点道の駅 

国土交通省から「重点道の駅」に選定されており、地域連携や地域福

祉を掲げた重要な拠点として機能している。地域の観光情報を発信

するだけでなく、地域の交流や賑わいを創出するための様々なイベン

トやプログラムが開催されている。 

 

▼地域の魅力発信 

地元特産品の販売や、地元食材を使用した料理の提供を通じて、田

上町の魅力を広く発信している。また、田上町の文化や自然を活かし

た体験プログラムも提供されており、訪れる人々に地域の魅力を存

分に楽しんでもらうことができる。 

 

道の駅たがみ協同

組合 
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道の駅 

新潟ふるさと村 

【整備主体】新潟県新潟市 

【開設年】1991 年(1993 年道の駅登録)  

【敷地面積】約 64,000 ㎡ 

【駐車台数】大型 14 台／普通 386 台／身障者用 9 台 

【来場者数】1,598,000 人 

※新潟県 令和 4 年度「観光入込客統計 別表」参照 

 

【施設の内容】 

▼バザール館 

名産品、特産品、生鮮食品市場、レストランを併設した複合施設。地

元産の新鮮な農産物や海産物、加工品が豊富に揃っている。レスト

ランでは、新潟の郷土料理を楽しむことができ、地元の食材を使った

多彩なメニューが提供されている 。 

 

▼ファイブワンいいね！新潟館 

歴史や文化を学べる情報施設。新潟の歴史や伝統、文化を紹介する

展示や体験コーナーが充実しており、訪れる人々に新潟の魅力を深

く知ってもらうことができる 。 

 

【特徴】 

▼交通の利便性 

国道 8 号線、国道 17 号線の交差点に位置し、アクセスが非常に便

利。新潟市内から車で約 20 分の距離で、新潟空港からも近いため、

観光客やビジネス客の利用が多い。周辺には自然公園や温泉地も

点在しており、観光の拠点としても最適な立地 。 

 

▼集客力 

年間 150 万人の来場者数を誇り、20 億円の売上を達成。地域の特産

品や観光資源を集約した施設として、多くの観光客や地元住民に支

持されている。特に、新潟産の米や酒、海産物など、地元の魅力を存

分に感じられる商品が揃っている 。 

 

▼地域の魅力発信 

新潟の食文化や伝統工芸を紹介する展示やワークショップが盛んに

開催されている。また、地域の特産品販売や観光情報の発信を通じ

て、訪れる人々に新潟の魅力を広く伝えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社新潟ふる

さと村 
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道の駅 

KOKO くろべ 

【整備主体】富山県黒部市 

【開設年】2022 年  

【敷地面積】21,891 ㎡ 

【駐車台数】大型 50 台／普通 166 台／身障者他 8 台 

【来場者数】740,207 人（令和 4 年 4 月 21 日開業） 

※「令和４年富山県観光客入込数等」参照 

 

【施設の内容】 

▼物販エリア 

地元特産品やお土産を販売するエリア。黒部市や富山県全域の名

産品が揃い、観光客が地元の魅力を手軽に持ち帰ることができる。

お菓子や工芸品、地酒など、さまざまな商品を取り扱っており、地元

の文化や伝統を感じることができる。 

 

▼フードコート 

様々なジャンルの軽食を提供するフードコート。地元の B 級グルメや

スイーツ、ファストフードが楽しめる。手軽な食事の選択肢が豊富で、

観光客や地元の人々が気軽に立ち寄って食事を楽しむことができ

る。地元の食材を使ったメニューも多く、地域の味を堪能できる。 

 

▼キッズフロア 

子供向けの遊具やアクティビティが充実したフロア。親子連れが安心

して楽しめる空間で、地元の自然や文化を学びながら遊べる工夫が

施されている。安全で楽しい遊び場が提供されており、家族全員が楽

しめる施設となっている。 

 

 

【特徴】 

▼交通の利便性 

国道 8 号線沿いに位置し、アクセスが非常に便利。観光やビジネスで

訪れる人々にとって利用しやすい立地であり、周辺地域への移動も

スムーズ。北陸新幹線の黒部宇奈月温泉駅からも近く、観光拠点と

して最適。 

 

▼自然景観 

北アルプスが一望できる展望台や築山を備え、美しい自然景観が楽

しめる。展望台からは四季折々の景色を眺めることができ、訪れる

人々に癒しを提供。 

 

▼親水施設と遊具 

親水施設や子供向けの遊具が充実しており、家族連れで楽しめる。

水遊びができるエリアや、自然と触れ合える遊具が設置されているた

め、子供たちが安全に楽しめる環境が整っている。 

 

株式会社ジェック

経営コンサルタント 
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道の駅 

まえばし赤城 

【整備主体】群馬県前橋市 

【開設年】2023 年  

【敷地面積】約 71,700 ㎡ 

【駐車台数】大型 75 台／普通 414 台／身障者他 8 台 

【来場者数】4,000,000 人（令和 5 年 3 月 21 日開業） 

※令和 6 年 2 月末時点公表データ 

 

【施設の内容】 

▼農産物直売所 

地元農家が新鮮な野菜や果物を直接販売するエリア。季節ごとの旬

の食材が豊富に揃い、地元の味を楽しむことができる。 

 

▼温浴施設 

リラックスできる温浴施設。露天風呂やサウナも完備しており、トラッ

ク運転手などが長旅の疲れを癒やすことができる。 

 

▼フードコート 

様々なジャンルの軽食を提供するフードコート。地元の B 級グルメや

スイーツ、ファストフードが楽しめる。手軽な食事の選択肢が豊富で、

観光客や地元の人々が気軽に立ち寄って食事を楽しむことができ

る。地元の食材を使ったメニューも多く、地域の味を堪能できる。 

 

【特徴】 

▼交通の利便性 

関越道渋川伊香保 IC から約 10 分の立地で、国道 17 号線沿いに位

置し、アクセスが非常に便利。観光やビジネスで訪れる人々にとって

利用しやすい場所に位置している。 

 

▼多機能交流施設 

食・遊び・体験など、地元の魅力が詰まった交流施設。温浴施設やキ

ッズエリア、ドッグラン、ふわふわドームなど、多様なニーズに応える

設備が充実している。 

 

▼観光地へのアクセス 

伊香保温泉などの観光地へのアクセスが良好。観光拠点としても最

適で、訪れる人々に多彩な観光体験を提供。 

 

株式会社ロードス

テーション前橋上

武 
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３ ヒアリングの実施 

（1）ヒアリング先の選定 

現地視察：道の駅あがの （阿賀野市窪川原 553-2） 

ヒアリング：阿賀野市産業建設部建設課都市計画建築係 

 

（2）日程 

 令和 5 年 7 月 11 日（火） 

 

（3）事前質問への回答（抜粋） 

Q.構想から整備までのスケジュール 

A.平成 28 年度に“「道の駅」整備検討員会”を発足し、翌年には基本構想の策定を、

令和元年度には整備計画の策定をするなど、動きが加速していった。 

Q.整備に当たり「重視」した点 

A.機能面では防災機能を重視しており、来場者のターゲットは子育て世代を重視し

ている。 

Q.整備で苦労した点 

A.土地収用法に係る事業認定及び国土交通省との調整協議 

Q.指定管理者の選定方法と経過 

A.公募にて決定。令和元年 11 月に公募し、令和 2 年 2 月にプレゼンテーションを

受け、令和 2 年 6 月に指定を行った（議決案件） 

 

（4）ヒアリング結果（主なもの） 

・整備準備室の体制を平成 30 年度から令和 3 年度まで 4 人配置（令和 4 年度か

ら 2 人） 

・整備の検討委員会には、大学教授や国土交通省の新潟事務所副所長、市民（公

募）が委員として選ばれた。 

・阿賀野市初の道の駅であり、移住定住相談窓口を設置している。地域おこし協力

隊が窓口対応をしているが、観光案内の問い合わせが８割。 

・一定目標額を超える利益の 1/2 を市へ納めるよう取り決めているが、令和 4 年度

は納付の要求を行っていない。今後の経済状況を加味して協議中。 

・道の駅駅長は、㈱あがのの女性社員。役員等が面接を行って決定した。 

・年間の想定入込数は約 50 万人を見込んでいる。  
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第３章 商圏調査 

 

１ 道の駅南魚沼を中心とした商圏分析 

道の駅南魚沼より半径 2km 圏内、半径 20km 圏内、半径約 40km(車で約 1 時間)圏

内の人口総数をまとめると以下のとおりである。 

 

データ名 半径 2km 半径 20km 半径 40km 

総人口（単位：人） 2,320 36,791 157,164 

年齢別人口 

（総人口） 

４歳以下人口 60 1,209 4,800 

５～９歳人口 74 1,409 5,725 

１０～１４歳人口 97 1,612 6,604 

１５～１９歳人口 107 1,443 6,301 

２０～２４歳人口 47 1,099 4,439 

２５～２９歳人口 70 1,566 5,555 

３０～３４歳人口 68 1,538 6,339 

３５～３９歳人口 105 1,915 7,912 

４０～４４歳人口 133 2,376 9,296 

４５～４９歳人口 147 2,509 9,903 

５０～５４歳人口 128 2,232 9,378 

５５～５９歳人口 152 2,233 9,629 

６０～６４歳人口 178 2,651 11,469 

６５～６９歳人口 256 3,227 14,053 

７０～７４歳人口 208 2,954 13,064 

７５歳以上人口 488 6,338 30,708 

出典：e-Stat（政府統計の総合窓口）https://www.e-stat.go.jp/ 

 
※政府統計分析上、車で 30 分圏内が最大値の為、半径 100km の人口データのみ算出 
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①半径 2km エリア（地元ユーザーの利用を想定） 
 

 
 

道の駅南魚沼から半径 2km 圏内の人口は約 2,320 人と少なく、スーパーマーケッ

トなどの商圏人口としては 1 万人以上が望ましいとされているため、地元ユーザーの

みをターゲットとするのは困難である。したがって、このエリアでは、地元住民のニー

ズに対応した小規模なサービスや商品提供の充実とともに、近隣市町村や県外から

の利用者を惹きつけるための策が必要となる。また何度も足を運んでもらえるような

リピート施策も対応策として用意する必要がある。例えば、ポイントカードなどの既存

顧客向けサービスの利用や、地域の特色を生かしたイベントや特産品の販売を通じ

て、広域からの集客を目指すことが考えられる。 
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②半径 20km エリア（南魚沼市と周辺市町村） 

 

 
 

半径 20km 圏内の人口は約 36,791 人で、南魚沼市、十日町市、津南町、湯沢町な

どを含む。このエリアでは、地域拠点としての機能を期待されている。地域の農産物

や特産品を中心に、地元の文化・歴史・魅力を紹介し、広範な利用者へ伝えることで、

地域全体の活性化を図る。また、観光資源としての潜在能力が高いため、観光客に

対するサービスや施設を充実することで、地域経済の発展に寄与することが重要とな

る。 
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③半径 40km エリア（車で約 1 時間圏内） 

 

 
 

半径 40km 圏内（車で約 1 時間圏内）の人口は約 157,164 人に達し、群馬県や長野

県の一部も含まれている。この広域エリアでは、観光拠点としての役割が一層重要と

なっている。アクセスの良さを活用し、観光客をターゲットにしたサービスを提供し、広

域からの集客を図っている。特に、地域の自然や文化を体験できるプログラムや、地

元の食材を活用した飲食施設の充実が求められている。また、広域からの観光客に

対して、防災情報や避難所としての機能も強化し、地域全体の安全性を高める取組

が必要となっている。  
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【補足】半径 100km 圏内の場合 

 

 
 

南魚沼市は関東地方や北信越地方へのアクセスが良好で、年間約 370 万人の観

光客が訪れている。新潟市や福島県の会津地方、長野県北部、埼玉県、栃木県の宇

都宮市が半径 100km 圏内に含まれる。車では高速道路を利用して約 1.5〜2 時間、

新幹線などの公共交通機関では約 1〜3 時間程度で到着する。この広域エリアでは、

冬季のスキー観光客や、温泉地を訪れる観光客が多い。そのため、冬季イベントの

充実やスキー関連サービスの提供、季節ごとのイベントや地域の魅力を発信する施

策を展開し、観光客のリピーターを増やすことが重要である。広域観光の拠点として、

観光客に多様な体験を提供することで、地域経済の発展に寄与することが期待され

る。 
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２ 商圏人口及び交通量データから得られる整備すべき数量の整理 

前述のページで整理した商圏人口及び国土交通省が公表している国道 17 号線に

おける道路交通量データをもとに、必要と思われる駐車場台数（普通車・大型・障碍

者用）、来場者数を整理。 

 

①国道 17 号線の交通量 

国土交通省の「令和 3 年度 全国道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査 集計

表」より、道の駅南魚沼が面している国道 17 号線の交通量は以下のとおり。 

 

昼間１２時間交通量（小型車上下計）（台） 9,401 

昼間１２時間交通量（大型車上下計）（台） 1,833 

昼間１２時間交通量（全車上下計）（台） 11,234 

２４時間交通量（小型車上下計）（台） 10,942 

２４時間交通量（大型車上下計）（台） 2,812 

２４時間交通量（全車上下計）（台）     13,754 

昼間 12 時間大型車混入率（％）     16.3 

 

小型車・大型車あわせて昼間 12 時間で 11,000 台余りの交通量がある。 

大型連休や紅葉、雪のシーズンは更に交通量が多いものと予測できる。 

 

また「道の駅」第 3 ステージ推進委員会においても、道の駅における防災は強化す

べき事項だと考えられており、駐車場整備も強化事項に含まれている。 

防災拠点としての機能も備えるには、需要のピーク時にも満車にならないような余

裕のある台数を確保する必要があることから、駐車場の再整備はのぞましい。 

 

※『国土交通省 「道の駅」第 3 ステージ推進委員会  「道の駅」の防災機能の一層の

強化』参照 
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②来場者数予測 

道の駅南魚沼がリニューアルした際に、商圏人数から想定される年間来場者数を

記載。 

 

「商圏人数（観光客）× 訪問確率（％）×訪問回数（回）＝年間来場者数」 

 

1. 半径 2km の商圏 

 来場者数=2,320 人×50％×6 回=6,960 人 

2. 半径 20km の商圏 

 来場者数=36,791 人×30％×4 回=44,150 人 

3. 半径約 40km（車で約 1 時間）の商圏 

 来場者数=157,164 人×20％×3 回=94,300 人 

4. 南魚沼市の観光客 

 来場者数=3,700,000 人×25％×1 回=925,000 人 

 

商圏エリア 来場者数予測 

 

半径 2km の商圏 

 

 

6,960 人 

 

半径 20km の商圏 

 

 

44,150 人 

 

半径約 40km（車で約 1 時間）の商圏 

 

 

94,300 人 

 

南魚沼市の観光客 

 

 

925,000 人 

 

想定される来場者人数 

 

1,070,410 人 

 

※「１.道の駅南魚沼を中心とした商圏分析」（p.12～）の商圏人口を参照 
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第４章 南魚沼市の強みとなりうる地域資源の抽出 

１ 地域特性の整理 

 

■地域資源 

南魚沼市内で利活用が可能な地域資源を「農産物」「加工品」「観光資源」「歴史」

「文化」のカテゴリーで整理を行う。 

カテゴリー 名称 

農産物 南魚沼産コシヒカリ、南魚沼産新之助、すいか（八色すいか）、 

きのこ（八色しいたけ、天恵菇、雪国まいたけ）、ゆきぐに温泉マンゴー、 

大崎菜、ズッキーニ、カリフラワー、唐辛子（かぐら南蛮）、ユリ切花、 

山菜、アスパラガス、糸瓜 etc 

加工品 日本酒、ワイン、かぐら南蛮味噌、きりざい丼、あんぼ、八海そば 

玄米ベーグル、越後みそ、和豚もちぶた、生ホルモン、雪温貯蔵和牛 

雪室珈琲 etc 

観光資源 田園風景、雪、スキー場、八海山ロープウェイ、雪室、六日町温泉郷、 

越後三山（八海山、駒ヶ岳、中ノ岳）、巻機山、魚沼スカイライン、 

登川河川公園、三国川ダム  etc 

歴史 三国街道塩沢宿 牧之通り、雲洞庵、毘沙門堂・普光寺、八海神社 

直江兼続公伝世館、長恩寺、穴地十二大明神、関興寺、龍澤寺 

龍谷寺、薬照寺の大カツラ、八海山尊神社、坂戸城跡、天昌寺 

樺沢城跡  etc 

 

文化 霊峰八海山城内口 お山開き、塩沢まつり、浦佐夏まつり、 

南魚沼市兼続公まつり、南魚沼市ナイトウォーク、八色の森市民まつり 

八海山尊神社大火渡大祭、南魚沼ハロウィン、南魚沼グルメライド 

八海山スカイスノー、ナナシのマルシェ 、しおざわ雪譜まつり、 

本気丼（まじどん）イベント、八坂神社婿の胴上げ、雪譜まつり、雪晒し、 

浦佐毘沙門堂裸押合大祭、大里一宮神社春季大祭（農具市） 

南魚沼グルメマラソン、南魚沼市縦断駅伝、つむぎ通り「軽トラ市」 

鈴木牧之記念館、上田の郷、池田記念美術館、塩沢つむぎ記念館、 

今泉記念館アートステーション  etc 
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２ 地域特性の分析 

南魚沼市の立地的な強みと弱みを整理して、南魚沼市が持つ特徴から得られる機

会と脅威を整理すると以下のとおりとなる。 

 

内部要因（市の特性・課題） 

強み 

1. アクセスの良さ：首都圏から上越新幹線や関越自動車道を利用して約 2 時間

とアクセスが良好。これにより、観光客やビジネス客の来訪が容易である。 

2. 豊富な観光資源：温泉やスキー場など、四季を通じて楽しめる観光スポットが

豊富。また、八海山や魚沼の絶景も魅力である。 

3. 知名度の高い農産物：日本有数の米どころであり、特に「南魚沼産コシヒカリ」

はブランド力が高く、国内外で高い評価を受けている。 

4. 豊かな自然環境：清流と緑豊かな山々が広がる自然環境が、アウトドア活動

やエコツーリズムに適している。 

5. 地域文化と伝統：豪雪地帯ならではの文化や伝統行事が多く、地域のアイデ

ンティティを強く感じさせる要素が豊富である。 

弱み 

1. 少子高齢化：少子高齢化が進行しており、地域の労働力不足や社会保障費

の増加が課題となっている。 

2. 観光施設の老朽化：観光施設やインフラの老朽化が進み、訪れる人々にとっ

ての魅力が低下している。 

3. 情報発信の不足：デジタルマーケティングや SNS を活用した情報発信が不足

しており、特に海外からの観光客へのアピールが弱い。 

4. 地域内交通の不便さ：公共交通機関の本数が少なく、市内の移動が不便であ

るため、観光客の回遊性が低い。 

5. 積雪量の多さ：豪雪地帯であることから、冬季の生活や交通に支障が出ること

があり、観光客にとっては不便な場合がある。  
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外部要因（社会・時代の変化） 

機会 

1. アウトドアブーム：自然環境を活かしたアウトドアアクティビティの需要が高まっ

ており、登山やキャンプ、川釣りなどの体験型観光が人気を集めている。 

2. インバウンド需要の増加：新潟空港や上越新幹線の利便性向上により、海外

からの観光客が増加している。特に、アジア圏からの訪日観光客の増加が期

待される。 

3. 農業体験やグリーンツーリズムの人気：農業体験や田舎暮らしを体験するグ

リーンツーリズムの需要が高まり、都市部からの観光客が増加している。 

4. リモートワークの普及：リモートワークの普及により、地方移住や長期滞在型

のワーケーションの需要が高まっている。 

5. 地域ブランドの強化：南魚沼産コシヒカリや八色スイカなど地元の伝統工芸品

など、地域ブランドを活用したマーケティングが効果を上げている。 

脅威 

1. 人口流出：若年層を中心に都市部への人口流出が続いており、地域の活力

低下が懸念される。 

2. 異常気象の影響：気候変動による異常気象が農業や観光に悪影響を及ぼし、

収穫量の減少や観光客の減少が懸念される。 

3. 他地域との競争：観光地や道の駅間の競争が激化しており、独自の魅力を打

ち出す必要がある。 

4. 公共インフラの維持コスト：豪雪地帯であることから、除雪や道路維持のコスト

が高く、財政負担が増加している。 

5. グローバル経済の変動：円安や物価高、国際情勢の変動が観光業や地元産

品の輸入出に影響を及ぼす可能性がある。 
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３ 取り組むべき項目の内容 

書き出された地域特性と道の駅の性質を踏まえ、道の駅における取り組むべき内

容として詳述する。 

 ①. 地元食材と郷土料理の体験型イベントの充実 

南魚沼市の豊かな自然と農産物を活かし、地元食材を使った料理教室や郷土料

理の体験イベントを定期的に開催する。観光客が地元の食文化を学び、体験するこ

とで、地域の魅力を深く理解されることができる。また、季節ごとの旬の食材をテーマ

にしたフェアやイベントを通じて、観光客に新しい魅力を提供し続けることができる。 

 ②. 子育て世帯向けの遊び場強化と教育プログラムの充実 

南魚沼市の自然環境を生かし、子育て世帯向けの遊び場を新設・強化する。屋内

外の遊び場を設け、季節を問わず家族で楽しめる環境を作る。また、地元の食材を

使った子供向けメニューを提供するレストランを併設し、家族の利用を促進する。さら

に、教育的なプログラムも導入し、地元の自然や文化、歴史を学べる体験型イベント

を開催する。例えば、農業体験や自然観察会、伝統工芸のワークショップなど、子供

たちが楽しみながら学べる機会を提供することで、地域への愛着を育てる。 

 ③. 防災道の駅としての取組 

南魚沼市は積雪量が多く、自然災害リスクが高い地域であるため、防災道の駅と

しての取組を強化する。道の駅には防災設備を整備し、災害時には地域住民や観光

客が安全に避難できるようにする。また、定期的に防災訓練やワークショップを開催

し、地域の防災意識を高める。地域住民と観光客が協力し合う体制を築き、災害時の

対応力を向上させる。 

 ④. 冬季スポーツとアウトドア活動の推進 

南魚沼市の積雪量を生かして、冬季スポーツやアウトドア活動の拠点となる地位を

確立する。スキーやスノーボードだけではなく、スノーシューイングやクロスカントリー

スキーなど、多様な冬季アクティビティを提供する。また、夏季にはトレイルランニング

やキャンプなど、四季を通じて楽しむことのできるアウトドアプログラムを展開し、通年

で観光客を呼び込む。 

 ⑤. 地元企業との連携強化と産業観光の推進 

地元の企業や農家と連携し、産業観光を推進する。米作りや酒造りの現場を見学

できるツアーを企画し、観光客に地域産業の魅力を直接体験させる。また、地元の産

品を使用した商品の開発や販売を通じて、地域経済の活性化を図る。これにより、観

光と産業が一体となり地域の魅力を発信する。  
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４．道の駅南魚沼再整備事業に関するハード・ソフトの提案 

前述までの、商圏人口及び交通量データからハードやソフト面の方向性について詳

述する。 

 

施設・整備方針 ハード 

（現状） 

ハード 

（まとめ） 

ソフト 

（まとめ） 

今泉記念館 

（美術館） 

老朽化 改修すべき。 

 

展示物の移動や保管、売上

施策の転換を要因に考える

と、施設自体を大幅に改修・リ

ニューアルすることはせず、

老朽化した部分を修理して維

持に努める方向が望ましい。 

 

企画展の継続のみでなく、イベ

ント会場としての活用。地元ア

ーティストの作品展示やワーク

ショップの開催。又は、VR アー

ト体験イベント、生成 AI の使

用方法、プログラミング教室、

子ども向けアート教室などの

教育的なコンテンツ。 

農産物・ 

特産品直売所 

老朽化 施設の拡充・新設を検討すべ

き。 

 

売場面積の拡大、バックヤー

ドの整備、休憩スペースの設

置、什器の新設、冷蔵・冷凍

什器の導入などを実施するべ

きである。 

季節ごとの農産物フェア、特産

品の試食会や料理教室、地元

農家との交流イベント。 

飲食施設 不足 拡張すべき 

 

県外客も多く来るため、ピーク

時に対応できる人数を考える

と、飲食スペースを拡充する

必要がある。椅子・机は繁忙

期には増設できるようにして

おく。 

家族連れ向けのメニューを充

実。南魚沼市の名産が食べら

れる地産地消メニューの提

供、シェフによるクッキングデ

モンストレーション。 

独自コンテンツ 

（イベントスペース） 

無い 新規追加すべき 

 

南魚沼市の独自の特徴を生

かした独自コンテンツやそれ

を実施できる施設・場所を作

っていくことを検討すべきであ

る。 

 

 

山菜、新米、雪や季節に応じ

たイベントを用意する。 
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駐車場 不足 拡張すべき 

 

現在の駐車場台数では、交

通量と想定される来場者数が

停めることが難しい。また、普

通車用駐車場の拡充や思い

やり駐車場、EV 充電場所の

追加が必要である。喫煙所の

設置も駐車場から近い導線

にすべきである。 

 

RV パークとしての運用を進め

ることで、防災機能の強化を図

る。 

 

トイレ 不足 拡張すべき 

 

現在のトイレ台数では、交通

量と想定される来場者数に対

応できない。また、感染予防

対策を考慮して非接触型のト

イレの設置が必要である。 

 

ベビーカーごと入れるトイレ、

おむつ替えスペース、子どもコ

ーナーなどファミリー向けのト

イレを充実させる。 

 

 

 

 


